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2020聖 火 リンー

令不02年 4月 4曰 (■ lに 高山市へ聖火 リレーがやって

きま魂 中津川市→多治見市→八百津町→郡上市→

高山市とリレーされま丸

市内では、高山陣屋前 (19:10発 予定)を スタート

し、中橋→上三之町→上二之町→さんまち通 り→広

小路通 り→高山市民文化会館 前→」R高 山駅 西 □

(19:47着 予定 )。 高山駅西交流広場では、その日の

最終聖火ランナーが運んできた聖火を聖火皿に灯す

セレモニー (セ レブレーション)が行われます。

詳細は高山市のホームページを検索してください。
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・
　

「手
足
れ
」
と
書
い
て
ど
う
読
む

一■

一一　
か
ご
存
知
で
す
か
。
「
て
だ
れ
」
と

，
■
●
一
読
む
が
、
私
は
知
ら
な
か
っ
た
。

一
■
●
一
そ
う
言
え
ば
高
山
の
鍛
冶
橋
に

■―

―
一　
手
長
と
足
長
の
像
が
立
っ
て
い
る

の
を
思
い
出
す
。
あ
り
死
は
屋
台
の
彫
刻
で

飛
騨
の
匠
の
中
で
も
特
に
腕
の
良
い
「手
足
れ
」

の
作
品
の
一
つ
が
、
時
代
を
経
て
残
っ
た
も
の
。

昔
南
小
学
校
の
校
長
を
し
て
い
た
こ
と
も

あ
る
沖
野
清
先
生
の
画
文
集

「
ふ
る
さ
と

高
山
」
を
久
し
ぶ
り
に
開
い
て
み
た
。

百
十
七
枚
の
絵
に
百
十
七
人
の
エ
ッ
セ
イ

が
付
け
て
あ
る
。
消
え
て
行
く
懐
か
し
い
景

色
を
惜
し
ん
で
、
先
生
が
画
を
残
し
た
。

本
の
ま
え
が
き
に
東
京
芸
大
教
授
の
武

藤
三
千
夫
と
い
う
人
が
沖
野
先
生
の
こ
と
を

「
彼
の
文
化
史
的
に
き
わ
め
て
有
意
義
な
、

手
足
れ
の
ス
ケ
ッ
チ
は

・
・
哲
学
と
し
て
の
エ

コ
ロ
ジ
ー
に
ま
で
昇
華
し
た
画
家
沖
野
の
『
こ

だ
わ
り
』
で
あ
る
」
と
結
ん
で
あ
る
。
こ
こ

で
「
手
足
れ
」
と
い
う
言
葉
に
出
合
っ
た
。
「
手

練
」
と
も
書
く
。

南
小
学
校
を
卒
業
し
≦

一中

（今
の
松

倉
中
）
に
行
っ
た
時
、
沖
野
先
生
は
図
工

担
当
で
私
の
ク
ラ
ス
の
担
任
だ
っ
た
。

手
足
れ
の
先
生
の
画
い
た
景
色
を
探
し

て
、
南
校
下
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
先
生

の
こ
だ
わ
り
の
景
色
や
建
物
は
ま
だ
沢
山

残
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
（中
林
利
数
）
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ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
な
り
五
年
目
、

平
成
二
十

一
年
度
で
迎
え
た
み
な
み
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
も
令
和
と
な
り
あ
っ
と
い

う
ま
に

一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
や
り
た
い

こ
と
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
思
う
よ
う

に
進
ま
ず
心
残
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
昨
年
に
続
き
防
災
に
力
を
入
れ

て
き
ま
し
た
。
先
生
方
の
ご
協
力
も
得
て

児
童
の
防
災
教
室
で
の
学
び
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
対
象
の
ワ
ー
ク
ンヽ
ョ
ッ
プ
、
町
内

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
町
内
会
長
さ
ん
向
け

の
研
修
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
中
で
も

二
十
五
年
前
の
阪
神
淡
路
大
震
災
の
あ
っ

た
兵
庫
の

「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
と

淡
路
島
の
野
島
活
断
層
へ
の
視
察
研
修
は
、

ま
ち
協
に
と
っ
て
は
大
き
な
行
事
で
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
役
員
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ

し
く
思
い
ま
し
た
。
ど
の
皆
さ
ん
も
災
害

に
つ
い
て
重
く
考
え
て
み
え
る
と
痛
感
じ

ま
し
た
。

行
事
だ
け
を
す
る
の
で
は
な
く
、
皆
さ

ん
と
共
に
地
域
を
造
り
災
害
な
ど
が
あ
っ

て
も

「
地
域
は
地
域
に
住
む
自
分
達
で

守
っ
て
い
く
」
そ
の
中
心
に
な
る
の
が
ま
ち み

な
み
ま
ち
づ
く
り
協
蓑
蚕

長

黒

田

久

美

子

づ
く
り
協
議
会
で
す
。

行
事
に
、
生
活
に
、
生
ま
れ
て
か
ら
こ

の
地
域
を
離
れ
る
ま
で
お
互
い
を
守
り
、

守
ら
れ
る
大
切
な
場
所
で
す
。
私
は
四
年
間

会
長
と
し
て
い
ろ
い
ろ
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

会
長
職
を
離
れ
ま
す
が
、
来
年
度
か
ら

事
務
所
に
て
さ
ら
な
る
地
域
の
た
め
に
頑

張
り
ま
す
。

来
年
度
は
地
域
の
方
の

「
居
場
所
づ
く

り
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
、
も
う
年
度
末
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
み
な
み
ま
ち
協
は
二
十
の
町

内
会
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
町
内
会
の
規
模
た
る
や
千
差
万
別
で

す
。
最
大
は
上
岡
本
町
町
内
会
の
九
百

二
十
五
世
帯
、
最
小
は
花
里
町
四
丁
目

町
内
会
の
十
九
世
帯
で
す
。
ま
た
町
内

会
毎
の
行
事
活
動
に
も
か
な
り
の
温
度

差
が
あ
り
、
年
度
当
初
に
提
出
し
て
い

た
だ
く
各
町
内
会
の
行
事
活
動
予
定
を

見
て
も

一
目
瞭
然
で
す
。

本
年
度
の
活
動
補
助
総
額
は
、
百

四
十
五
万
円
ｒ

一十
町
内
会
に
世
帯
数

規
模
を
ベ
ー
ス
と
し
た
上
限
限
度
額
を

設
定
し
ま
し
た
。
行
事
活
動
も
各
種

あ
り
、
日
帰
り
親
睦
バ
ス
旅
行
、
夏
の

盆
踊
り
、
老
人
会
、
子
ど
も
会
の
親

睦
会
、
総
会
等
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
こ
と
わ
っ
て
お
き
ま
す
が
、
酒
代
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
。
）
基
本
的
に
は
、
行
事

実
施
さ
れ
次
第
必
要
書
類
を
提
出
い

た
だ
い
て
審
査
し
て
実
行
金
額
２

一十

％
を
活
動
補
助
費
と
し
て
振
込
い
た
し

ま
す
。
し
か
し
残
念
で
す
が
、
手
続
き

の
不
備
等
に
よ
り
補
助
で
き
な
い
町
内

観

だ

り
部
長

河

含

博

昭

会
も
あ
り
ま
し
た
。

是
非
来
年
度
は
こ
の
様
な
事
が
な

き
様
お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。

他
に
地
域
づ
く
り
部
で
は
、
町
内
の

外
灯
電
気
料
の
九
十
％
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
金
額
的
な
補
助
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
情
報
提
供

（各
町
内
の
生

活
道
路
の
修
繕
、
補
修
）
の
収
集
と

市
役
所
と
の
折
衝
及
び
実
行
を
行
っ

て
い
ま
す
。

阪神淡路大震災の語り部から震災体験を聞く!

11,000,000

1,450,000

995,000

13,445,000

情 報 提 供 事 業 ※  5

町内活動補助事業  16

外 灯 補 助 事 業  20

総  額

※情報提供事業は、市が修繕補修を実施し費用も市が

負担します。
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昨
年
、
台
風
に
よ
る
豪
雨
災
害
が

近
隣
長
野
県
で
発
生
、
今
季
の
大
寒
は

雨
降
り
で
雪
の
な
い
異
常
な
気
象
が
続

き
ま
し
た
。

ま
ち
協
防
災
活
動
で
は
大
雨
に
対

す
る
南
小
学
校
防
災
教
室

・
防
災
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
岐
大
の
村
岡
先
生
に
よ

り
分
か
り
や
す
く
解
説
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

各
町
内
会
の
自
主
防
災
活
動
の
講

座
で
は
、
①
自
主
防
災
の
活
動
状
況
を

南小学校防災教室
「大雨の日はどうするの?

教えて 1村岡先生 !」

防災講座
「大雨災害は逃げるが勝ち」
～早めの避難完了作戦を立てよう～

非常時にも役立つ非常食調理講習

自主防災活動の取り組み講座

防災先進地視察研修

10月 6日

高LiLI

:11月 17日

西
町
の
中
村
町
内
会
長
よ
り
報
告
頂

き
ま
し
た
。
西
町
に
は
町
内
会
長
を
経

験
し
た
防
災
士
が
二
人
い
て
町
内
会
の

三
役
と
自
主
防
災
の
話
し
合
い
を
行
い
、

・
防
災
用
ア
ン
ケ
ー
ト
を
全
戸
へ配
布

・
各
班
で
の
緊
急
連
絡
。
確
認
簿
の
作
成

。
町
会
長
と
自
主
防
災
代
表
の
兼
務
解
消

・
ア
ン
ケ
ー
ト
後
、
希
望
者
に
簡
易
型
感

震
ブ
レ
ー
カ
の
購
入
。
取
付
を
実
施
。

②
災
害
に
備
え
る
準
備
と
災
害
時
の
行

動
計
画
を
み
ん
な
で
作
る
地
区
防
災
計

画
の
解
説
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
ま
し
た
。

今
後
の
自
主
防
災
活
動
の
取
り
組
み

が
よ
り
活
発
化
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

し
た
。

高学年と低学年

3851の 2部に分けて

非常食調理講習の様子

本
年
度
も
社
会
教
育
部
主
催
事
業
に

た
く
さ
ん
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

長
寿
会
事
業
の
「あ
ん
し
ん
。
あ
ん

ぜ
ん
講
座
は
二
地
区
に
分
け
て
行
い
、
多

く
の
方
が
交
通
安
全
の
講
話
と
コ
ン
ト
仕

立
て
の
詐
欺
防
止
寸
劇
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

体
育
行
事
事
業

「グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
」
は
南
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
し
ま

し
た
。

教
養
講
座
事
業
の
「Ｚ
フ
フ
ト
テ
ー
プ

か
ご
バ
ッ
グ
作
り
」
は
五
年
目
に
な
り
ま

し
た
。
「ワ
イ
ン
講
座
」
「ほ
ろ
酔
い
日
本

酒
講
座
」
「陣
屋
巡
り
」
も
大
変
好
評

で
し
た
。
今
年
か
ら
新
た
に

「。ハソ
コ
ン
小ほろよい日本酒講座

ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

基

警

聖

遠

藤

伸

子

技
教
室
」
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
他
に
花
里

・
山
王
両
ま
ち
協
と
の
合

同
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
も
三
十
名
の
方
が
参

加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
文
化
祭
で
は
バ
ザ
ー
と
ス
ポ
ー
ツ

交
流
会
を
担
当
し
、
教
養
講
座
の
作
品
展

示
も
行
い
ま
し
た
。

年
間
を
通
し
て
多
く
の
方
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
ご

意
見
や
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務

局
ま
で
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

事業分類 月 日 事  業  名 参力0人数

長寿会

長寿会

体育行事

教養講座

教養講座

教養講座

教養講座

教養講座

教養講座

体育行事

体育行事

教養講座

教養講座

体育行事

6月 10日

6月 12日

6月 23日

7月 19日

8月 9日

8月 21日

9月 6日

¬0月 2日

10月 22日

10月 27日

¬1月 24日

]2月 14日

1月 25日

2月 15日

あんじん 。あんぜん講座

あんじん・あんぜん講座

グラウンドゴルフ大会

クラフトテープかごバッグ講座

ほろ酔い日/1k酒 講座

パソコンガヽ技教室

ハーバリウム講座

寄せ植え講座

高山陣屋めぐり

松倉山ウォーキング

3ま ち協合同ボウリング大会

親子正月花飾りづくり教室

新春ワイン講座

みなみボウリング大会

参加のべ人数

名

一
名

０

一
９

35名

21名

¬5名

¬2名

8名

10名

26名

22名

30名

25名

27名

66名

356名
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青
少
年
部
は
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ

り
が
多
く
、
特
に
南
小
学
校
と
の
連
携

は
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
秋

に
行
事
が
集
中
し
、
部
員
の
皆
様
に
は

町
内
会
の
行
事
も
あ
る
中
で
、
お
手
伝

い
を
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

土
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
子
ど
も
体
験

教
室
は
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
先
生
役

に
な
っ
て
い
た
だ
く
方
々
と
の
繋
が
り
を

大
切
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

４

０

９

１

２

　

７

６

６

４

青
雀

聖

田

中

育

宏

恣

浴

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
楽
し
く
遊
ぶ
の
様
子

十
月
に
は
学
校
の
教
育
公
開
日
後
に

「ふ
れ
あ
い
文
化
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

高
山
工
業
高
校
の
生
徒
さ
ん
に
よ
る
工

作
教
室
、
青
少
年
部
が
行
う
ア
イ
ロ
ン

ビ
ー
ズ
。
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
が
毎
年
好

評
で
多
く
の
児
童
が
参
加
し
て
い
た
だ

き
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

夏
休
み
に
は

「乗
鞍
親
子
日
帰
リ
バ

ス
ハ
イ
ク
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
前

年
度
よ
り
も
滞
在
時
間
を
二
時
間
延

長
し
た
こ
と
で
、
参
加
者
の
約
半
数
の

方
々
が
山
頂
を
目
指
し
て
子
ど
も
た
ち

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
最
後
に
雨
に
降
ら
れ
ま
し
た

が
、
素
晴
ら
し
い
大
自
然
を
堪
能
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
年

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

〈
敬
老
会
〉

南
地
区
敬
老
会
は
九
月
十
六
日
に
開

催
し
ま
し
た
。
七
十
五
歳
以
上
の
該
当

者
が
千
三
百
九
十
八
名
で
内
三
百
九
十

七
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
九
十
歳
以

上
の
出
席
者
三
十
五
名
に
は
花
束
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

〈
一
円
玉
募
金
〉

各
町
内
会
で
集
め
て
い
た
だ
い
た

一
円

玉
募
金
は
総
額
九
万
六
千
三
百
四
十
一円

と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈古
布
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
）

集
め
て
い
い
た
だ
い
た
古
布
は
、
裁
断
、

Ｌ

福
祉
部
長

塚

田

さ

ち

子

分
別
な
ど
の
処
理
を
し
て
、
市
内
七
か
所
の

施
設
に
寄
付
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ッ
プ
は
全
部

で
約
百
二
十
鼈
と
な
り
、
サ
ン
タ
の
倉
庫
を

通
し
て
ワ
ク
チ
ン
購
入
に
役
立
て
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

〈リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
〉

ふ
れ
あ
い
文
化
祭
の
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
で

は
、
多
く
の
品
物
を
ご
提
供
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
円
玉
募
金
と
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
の
売

上
金
は
十
二
月
に
社
会
福
祉
協
議
会
と
歳

末
助
け
合
い
運
動
へ寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

4 5/18～ 8/24
4 ηO/26～ 1/25
14 5/25～ 12/7
1¬  7/6～ 12/7
5 10/12～ 11/9

中学生ボラン
ティアを派遣

たのしいおかしづくり (前期)

子ども たのしいおかしづくり (後期)

体験教室 バドミントンで楽しく遊′ζヾ

一から始める□碁教室
三味線教室

6月 26日 子ども会育成研修会

夏体み 肇書争;霧多7ヲ余遣
8月 11日  乗鞍親子日帰リバスハイク

8月 20日  まち協縁日

8月 28日
 需璽基蹟董異曇

ども会育成研究

高山社会福祉協議会へ寄付
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96,241

18,800

5,154

120,195

50,000

50,000

100,000

20,195

一円玉募金

リサイクルバザー

前年度繰越金

募金合計

歳末助け合い運動

社会福祉協議会

寄付金合計

残金 (来年度繰越 )

鼈
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令
和
元
年
十
一月
十
七
日
ｏ
十
八
日
の

二
日
間
、
み
な
み
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
主

催
に
よ
る

「防
災
先
進
地
視
察
研
修
」
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
七
日
午
前
七
時
に
南
小
学
校
を
出

発
し
た
バ
ス
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
で
参

加
者
を
乗
せ
全
員
が
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、

一
路
神
戸
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
視
察
研

修
の
参
加
者
は
、
み
な
み
ま
ち
協
二
十

一

名
、
新
宮
ま
ち
協
七
名
、
清
見
ま
ち
協

三
名
の
総
勢
三
十

一
名
で
す
。
こ
の
日
は

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
順
調
に
東
海
北
陸

道

。
名
神
道
と
進
み
、
途
中
事
故
渋
滞
も

鞣
蒻

上
岡
本
町

防
災
士

栗

田

美

由

紀

あ
り
ま
し
た
が
思
い
の
外
ス
ム
ー
ズ
に
動
き

出
し
、
お
昼
に
は
神
戸
南
京
町
に
到
着
し

ま
し
た
。

神
戸
南
京
町
で
は
各
自
で
昼
食
を
取
り

散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ど
の
飲
食
店
も

お
値
打
ち
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
ラ
ン
チ
メ
ニ

ュ
ー
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
昼
食
後
に
土

産
物
店
を
覗
く
時
間
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
最
初
の
視
察
研
修
地

「阪
神

・
淡
路
大
震
災
記
念
　
人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
」
に
到
着
で
す
。

セ
ン
タ
ー
は
東
館
と
西
館
の

一棟
か
ら
な

り
、
先
ず
西
館
四
階

「震
災
追
体
験
フ
ロ

ア
」、
三
階

「震
災
の
記
憶
フ
ロ
ア
」
、
二

階

「防
災

・
減
災
体
験
フ
ロ
ア
」
と
回
り

ま
し
た
が
、
阪
神

。
淡
路
大
震
災
の
地
震

破
壊
の
す
さ
ま
じ
さ
を
映
像
や
音
響
、
写

真
、
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
で
追
体
験
し
ま
し
た
。

特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
震
災
直
後
の
街

並
を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
で
、
ま
る
で
自
分

が
そ
の
場
に
立
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
迫
力

で
し
た
。
次
に
連
絡
通
路
を
経
て
東
館
ヘ

行
き
、
東
館
三
階
の
「水
と
減
災
に
つ
い
て

学
ぶ
フ
ロ
ア
」
で
、
風
水
害
の
脅
威
や
津

波
避
難
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
将
来
懸
念
さ
れ

: ,1
る
大
規
模
災
害
に
つ
い
て
の
コ
ー
ナ
ー
、
防

災
減
災
の
取
組
み
に
つ
い
て
考
え
る
コ
ー

ナ
ー
な
ど
を
回
り
、
与
え
ら
れ
た
時
間
で

は
短
す
ぎ
る
と
感
じ
た
中
身
の
濃
塗

一時

間
で
し
た
。

宿
泊
先
の
神
戸
三
宮
〓
一オ
ン
杏
ア
ル
で

は
、
幹
事
さ
ん
の
ご
配
慮
に
よ
り
、

一
人

一
室
と
い
う
有
り
難
い
部
屋
割
り
で
疲
れ

た
身
体
を
休
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夕
食
は
ホ
テ
ル
に
程
近
い
和
食
処

「海
鮮

は
た
ご
や
」
で
、
美
味
し
い
お
料
理
と
た
っ

ぷ
り
の
お
酒
を
い
た
だ
き
和
気
あ
い
あ
い
の

懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

翌
十
八
日
は
明
石
海
峡
大
橋
を
渡
り

淡
路
島
の

「
野
島
断
層
　
北
淡
震
災
記

念
公
園
」
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

記
念
公
園
の

「野
島
断
層
保
存
館
」
で

は
語
り
部
の
方
の
体
験
談
を
お
聞
き
し
地

域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
実
感
し
、
活

断
層
で
あ
る
野
島
断
層
の
地
面
の
ず
れ
が

そ
の
ま
ま
の
形
で
保
存
さ
れ
て
い
る
の
を
目

の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
地
震
断
層
が
横

切
る
民
家

「メ
モ
リ
ア
ル
ハ
ウ
こ

で
は
耐

震
家
屋
の
底
力
を
学
び
、
「震
災
体
験
館
」

で
は
阪
神

・
淡
路
大
震
災
時
の
揺
れ
を
実

際
に
体
感
し
て
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
姿
勢
を

と
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

二
日
間
の
視
察
を
終
え
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
が
、
途
中
た
こ
せ
ん
べ
い
の
里
の
見
学

や
明
石
海
峡
大
橋
の
眺
望
が
良
い
淡
路
ハ

イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
で
の
昼
食
な
ど
の
お
楽

し
み
も
あ
り
、
充
実
し
た
日
程
で
し
た
。

今
回
の
視
察
で
は
黒
田
会
長
、
竹
腰
防

災
委
員
長
は
じ
め
、
み
な
み
ま
ち
協
の
役

員
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
視
察
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
は
今
後
の

防
災
減
災
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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楊
蝙

頸
膵
鼈

黎
鵞
鐵
臨

事
務
局
長

宮

岡
　
　
宏

私
、
こ
の
二
月
で
み

な
み
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
事
務
局
長
を
退

任
い
た
し
ま
す
。

一・　
　
南
社
教
時
代
に
社
会
教
育
主
事
で
五
年
、

一一　
み
な
み
ま
ち
協
事
務
局
長
で
五
年
の
合
計

一一　
十
年
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
十
年
前
の
南

社
教
は
、
当
時
珍
し
い
女
性
の
委
員
長
さ
ん
、

部
長
さ
ん
が
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に

男
性
役
員
の
方
々
が
そ
の
女
性
委
員
長
さ
ん
、

部
長
さ
ん
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
し
た
。
そ

・　
の
Ｚ
フ
ッ
ト
感
は
今
の
み
な
み
ま
ち
協
に
確
実

一一　
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

な雉
選
″餘
鶏

が
、
南
地
区
は
十
年
以
上
前
か
ら
時
代
を
先

取
り
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
も
と
も
と
高
山
で
生
ま
れ
育
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
埼
玉
県
か
ら
三
十
年
前
に
清

見
に
移
住
し
、
木
工
会
社
に

一十
年
勤
務
の

あ
と
社
教
主
事
と
し
て
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
の
十
年
、
地
域
の
皆
様
に
は
本
当
に
よ

く
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
南
小
学

校
の
児
童
の
み
な
さ
ん
に
も
と
て
も
励
ま
さ

れ
た
気
が
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
新
し
い
風
が
入
っ
て
、
新
し
至
父
流

が
生
ま
れ
、
南
地
区
の
み
な
さ
ん
が
い
っ
そ
う

ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

本
当
に
長
い
あ
い
だ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

法
務
省
が
主
催
す
る

「第
六
十
九
回
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
作
文
コ
と
ア
ス
ト
で
、
南
小

学
校
六
年
の
幅
聡
美
さ
ん
が
全
国
保
護
司
連
盟

理
事
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
小
学
生
の
部
で

は
全
国
か
ら
十
五
万
点
以
上
の
応
募
が
あ
り
、

優
秀
賞
十
五
点
の
う
ち
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
昨

年
十
月
六
日

「第
五
回
み
な
み
ふ
れ
あ
い
文
化

祭
」
で
も
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

わ
を11.1'1

令和 2年4月 27日 (月 )午後7時～     高山市民文化会館 03階講堂

令和元年度 事業報告・令和元年度 決算報告

令和元年度 役員改選 0令和2年度 事業計画 0令和2年度 予算案 など

みなみまちづくり協議会規約第12条第 2項 により公開、また同第13条第 1項 により

構成員は運営委員、理事、部会員となっております。

南地区の一般の方の出席も広く募っておりますので、皆様お誘いあわせの上ご参加ください。

みなみまちづ くり協議会規約 (以下規約 と略す)第 8条の規程によ り、以下のように選考委員

を選出し、令和元年12月 18日 (水 )に 選考委員会を開催 しました。

協議会役員から2名 :河合 博昭、田中 育弘

協議会理事から3名 :丸谷 和俊、石上 寛、牛丸 英夫

令和 2年度会長として 三枝 祥一 を選考しました。
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25組の親子が参力0しま

した。今年から門松を模し

た正月飾りをつくりました。

材料は、縁起の良い松

竹梅 や、南天・菊などを

イ吏いましたc

27名 が参加しました。

今回はアメリカ産のワインを6本試飲 しまし

た。講師から産地の気候や地質とワインの関

係や合う食材料理を教えていただきました。

親子で沢山参力0い ただき、総勢66名

となりました。
ストライクやスペアを取るとその都度景

品がもらえま丸 皆さん沢山の景品をグッ

トしていました。小学4年生以下はガータ

無しなので、予測できない球筋でピンが
パタパタと倒れていました。

|■ ‐ .■ 響

160名 を超える子ども達が参加。ビデオを見

た後、ビンゴ大会。全員に景品が当たりまし

た。ケーキと飲み物をもらって笑顔で帰って

いきました。

多

ヽヽ
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踏
青
や
礎
妬
の
月
日
夭
守
跡

春
星
と
茂
り
溶
ひ
ｔ
か
近
夜
戻
り

そ
れ
ぞ
れ
の
小
切
れ
に
山
未
予
ｔ
雛

未
を
待

つ
思
ひ

一
人
飛
群
に
住
む

暁
の
風
の
ゆ
る
び
や
春
立
て
り

サ
ク
ラ
サ
ク
笑
顔
の
孫
に
幸
多
く

衛
角
の
小
さ
き
公
園
梅
台
ｔ

春
浅
き
風
ま
だ
尖
り
て
水
迅
ｔ

塔
の

一
つ
開
き
て
れ
ひ
膳

え
ご
ま
併
う

つ
す
ら
焦
げ
る
彼
芹
か
な

恙
坊
主
地
軸
口
り
て
陽
の
光

奪 |■‐t

.III■ |・

11,‐   |■

安
藤
　
　
桂

上

口
真
穂
子

采

口
美
由
紀

小
林
　
高
子

針
谷
健
次
不ヽ

下
屋
　
孝
雄

瀬
川
　
章
子

エ
ロ
　
信
哉

保
木
　
信
子

益

口
美
黄
子

米
澤
　
智
子

年
度
末
が
迫
る

中
、
新

型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
や
延
期
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
先

一
～

二
か
月
先

の
様
子
が
全
く
予
想
で
き
ま
せ
ん
。
三

月
十
二
日
に
開
催
予
定
の
み
な
み
ま
ち

協
全
委
員
会
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

二
〇
二
〇
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
。ハ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー
も
四
月
四
日

に
高
山
に
来
ま
す
が
、
実
施
さ
れ
る
こ

と
を
祈
る
の
み
で
す
。

こ
の
季
節
、
い
ろ
ん
な
別
れ
と
出
会

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
が
、
み
な
み

ま
ち
協
で
も
何
名
か
の
役
員
異
動
が

あ
り
ま
す
。

長
年
事
務
局
長
を
務
め
ら
れ
た
宮

岡
さ
ん
が
退
任
さ
れ
ま
す
。
社
教
時

代
か
ら
事
務
局
長
を
さ
れ
て
、
事
務

局
の
顔
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
。
広

報
部
も
無
理
難
題
を
お
願
い
し
て
、

広
報
誌

「
み
な
み
ま
ち
協
だ
よ
り
」

の
発
行
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（神
田
）

えを進れたひt/、毒

民経言の導


